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本論文は、中世都市フランクフルト・アム・マイン（
Frankfurt am
 M
ain ）の研究である。この都市は、現在、
ドイツ連邦共和国を代表する都市のひとつである。その名が示すように、ライン川というヨーロッパの大動脈に注ぐマ ン川の河畔にあり、オーデル河畔のフランクフルト・アン・デア・オーデルと区別される。古代から水路と陸路、近代では空路も加え 南北、東西ヨーロッパを結ぶ交通の十字路に位置し、軍事、政治、経済、文化史上の重要な出来事の舞台となった。古代ではローマ帝国が属州を守るマインツ軍団の前哨基地となり 中世に入るとフランク王国の王宮が置かれ、統治の拠点であった。カール大王（帝）は、王国・教会会議を開き、神聖ローマ帝国では、有数の帝国都市として（未来 皇帝となるべき）国王の選挙地と定められ（選帝都市） 、国際的な大市の開催によって（大市都市） 、政治的にも経済的にも大 な発展をみせた。近代においては ドイツ統一運動と金融 中心地となり、今日まで市民的「自由と自治」の伝統が生きている。しばしばドイツ 首 の候補地に挙げられてきたが、最近はヨーロッパ連合
(EU
) の通貨政策を担う中央銀行の所在地となり、
 二〇〇二年
単一通貨ユーロの導入、二〇〇四年連合の加盟二五カ国への拡大にとも って、この商業・金融都市の動向が注目されている。二〇〇六年サッカー・ワールドカップ戦ドイツ大会の開催地ともなった。
 
このように個性豊かな多くの都市が中世に誕生した。中世ヨーロッパはキリスト教世界であり、封建的身分制
社会であった。教皇と皇帝・国王が頂点に立ち 教会・修道院の聖職者
( ｢祈る者
｣) 、諸侯・貴族の騎士
(
｢戦う者
｣)
を従え、ともに領主として農民
( ｢耕す者
｣) を支配した。商・工業を営む都市の市民
(
｢商う者
｣と
｢作る者
｣) は、その
支配組織を支え、かつ変革する勢力とみなされた。それゆ
え中世都市の研究は、近代国家と資本主義社会、そし
て市民社会の形成という観点から進め 、都市共同体と市民的自治、そ 商・工業の歴史的な意義を理論的に把握することに関心がおかれた。名高い法諺「都市 空気は自由にする」も取り上げられ 「自由」の法的根拠をめぐり論争がたたかわされた。近年の研究は、それらの論議を受け継ぎながら 、中世都市 多様な機能と役
  
3 
3
割に注目し、 諸国や諸地域の都市ごとの、 より具体的な歴史像の解明に向かっている。 その研究状況については、とりわけ次の二つの点について解説を加えておきたい。
 
第一は、都市の定義である。わたくしは、社会学者マックス・ウェーバーによるヨーロッパ都市についての定
義、いわゆる「理念型」が、中世都市研究の基本となる概念装置として今なお有効であると考えている。それによれば 都市とは一般に、大部分の住民が農業ではなく 商工業を営む比較的大きな集落であって、財貨の交換が恒常的になされる市場の開設地である。このような経済的な意味での都市は、ヨーロッパでは、政治的・行政的な意味でのゲマインデ（
G
em
einde ）として発達をとげた。都市ゲマインデとは、都市共同体、あるいは都市自
治体と邦訳できよう。その標識となるのは 商工業的性格 強い集落が、さらに①防禦施設、②市場、③自分自身の裁判所、④そして（少なくとも部分的に）自分自身
法、⑤団体という性格、⑥（少なくとも部分的な）自
律性（
A
utonom
ie ）と自首性（
A
utokephalie ）をそなえた官庁をもつことである。これらの標識は、
 中・近世には
その担い手の身分（制）的特権となり、市民身分が政治的意味での都市の特徴をなしたのである。その内容は、十九世紀以来 ドイツ中世都市の研究を集大成したハンス ・ プラーニッツ 中世都市共同体論 （ 『ドイツ中世都市』一九五四年）とも一致している。
 
ウェーバー自身、その標識がすべて当てはまるのは、ヨーロッパ都市のなかでもほんの一部であると明言して
いる。たしかに近年の研究は、ウェーバーやプラーニッツの学説 批判や再検討にはじまり、それらの規準に十分合致する少数の大都市ばかりではなく、 以外の多数の中小都市をも視野に入れている。森本芳樹氏や田北廣道氏らによって精力的に紹介されたように のために都市 概念を柔軟化し、法、経済、人口、地誌 ど、場所と時代で可動的な複数の規準を用いる工夫 なされた かでも、市場 もつ 心地機能を重視し 政治・行政、宗教・文化など、他 機能を併せて、都市が発揮する
空間の統合機能が究明された。このような近年の方
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法上の革新は、中世都市の研究に活気をあたえ豊かな成果が生みだされている。
 
このような都市概念の多様化の中で、法制史家ゲルハルト・ディルヒャーは都市共同体を構成する四つの法的
要素として都市の自由 （
Stadtfreiheit ） 、 都市の平和 （
Stadtfriede ） 、 都市法 （
Stadtrecht ） 、 都市の自治制度 （
gem
eindliche 
Stadtverfassung ）を挙げた。そこでは、ウェーバーやプラーニッツに依拠しながら、都市の自由と都市の平和が改
めて重視されている。都市の自由は、人びとを人格的隷属から解放し、自由な相続権と自己 労働力の処分権を獲得させた。そ は商工業による収入と財産所有 可能にし、都市共同体と市民身分が形成され 裁判所、市参事会、市長による自治制度が確立するにいたった。都
市の平和は、一二世紀以来のラント平和運動のなかに
位置づけられる。平和とは暴力行使のない状態を意味するが、ラント平和は、国王、諸侯、貴族、そして都市がフェーデ（
Fehde, 自力救済）を武装能力者の身分的特権であると認めたうえで、帝国や地域内で暴力行使を有限
期間規制する協定であっ 都市の平和は、都市領域内で
それを徹底させ、市民誓約にもとづき一切の暴力行使
を永続的に禁止した。中世都市は市民 共同体であり、平和の維持を都市法に規定し、紛争の解決を和解や裁判に求め、司法・行政制度を整えた。したがって中世都市の平和は、近代国家の平和を先取りしたとも られる。
 
その後ディルヒャーの見解は、エーベルハルト・イーゼンマンの研究の手引書『中世後期のドイツ都市』 （一九
八八年）に取り入れられ、発展をみた。それによっ 、法 史 分野にとどまらず、ドイツ都市史の研究 新な論点が加わったといえよう。都市の自由
(libertas, Freiheit) は、市民の都市領主への人格的隷属からの解放であっ
たが、その解放から派生する権能や権利をも意味し れ 、土地所有権、財産相続権 移住権 市場開設権、流通税徴収権、貨幣製造権、市壁構築権、軍事高権 さら 法の制定権と裁判・執行権などに及び ユダヤ人居住権や大市開催 も含まれ 。都 はそれらを、都市領主による特権付与によって取得し 民共同体は、特権
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を付与された団体とみなされた。都市の平和（
pax, Frieden ）については、 「平和は法と市民を護り、市民の安寧は
なによりも魂の救済の前提であっ 平和は市民団体の一致団結（
concordia, Eintracht ）を保証し、この団体が戦
闘的 外界に対し自己を主張する能力を維持させた。平和によってはじめて市民の生業が可能となり、個人と団体の幸福ももたら 。平和は、公益
(bonum
 com
m
une, salus publica, gem
einer N
utzen) の前提であった。平和が
もたらす、その うな作用と恵みのすべては、公益という言葉で了解された。この言葉こそ、都市政府にとっても市民一人ひとり とっても、準拠すべき最高の原則でなければならなか た」と印象的に述べている。
 
第二は、都市と外部権力との関係である。ドイツ中世史を
研究する場合、やはり神聖ローマ帝国の政治体制、
国制の構造を考慮に入れなければならない。中世のイギリスやフランスと比べて、ドイツの大きな特色は、
 国王
や皇帝と聖俗諸侯の覇権をめぐる抗争が続き、選挙王政のもとで帝国と領邦の二元的権力構造が明確 出現したからである。したがって都市史において 、帝国都市（
R
eichsstadt ）と領邦都市（
Territorialstadt, Landesstadt ）の
二つの類型を設定 、研究が進められてきた。帝国都市は
、国王が都市領主であるが、国王と帝国の双方に直属
する（
königs-und reichsum
m
ittelbar ）都市を指す。これらの都市は、フランク時代以来の王領や王宮所在地、王権
と結びついた教会・修道院領などに成立した。 わけシュタウフェン朝による 直属の領国形成において、支配の拠点に建設された。それらは、 国王の人格に従属的な 王都市 （
K
önigliche Stadt, K
önigsstadt ） であったが、
一三世紀中葉の大空位時代以後自立性 獲得し 帝国直属性を合わせて にいたった。それに対し 領邦都市は、聖俗諸侯を都市領主とし、その大多数が領邦の形成に伴い成立した。これら 都市は、一般的 、帝国都市よりも自立性や自治が制約された みられている。
 
一三五六年カール四世の金印勅書では、帝国都市のなかでも由緒のあるフランクフルトを国王の選挙地、アー
ヘンを戴冠式の挙行地、 ニュルンベルク 新国王 最初
帝国会議の開催地と規定している。 帝国都市の市民は、
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国王が選ばれると都市領主に対する忠誠誓約を行い、諸特権を更新され、その保護と庇護に対 て奉仕、助言と援助の義務を負った。その主要な義務は、都市税の納入と市民軍の派遣、国王滞在中 宿舎と糧食 提供であったが、さらに臨時税や資金供与を求められた。そのうえ国王は財政難に陥ると、帝国都市をしばしば質入れし、市参事会や有力な市民は帝国直属性の喪失を恐れ、都市代
官職の請け出しや購入によってそれを阻止した。中世
ドイツには約四〇〇〇の都市があったといわれ、帝国 の数は、中 中期に一〇〇以上に達したが 中世後期には八三に減少した。帝国都市が宮廷会議や帝国会議に出席したように 領邦都市は領邦会議 参加した。ペーター・モーラフは、一四七〇、八〇年代になって はようやく制度的に整い、選帝侯、諸侯、 都市の三部会から構成されるようになると説き、わが国では近年一四九五年 ヴォルムス帝国会議以来 帝国会議を帝国議会と呼んでいる。
 
本論文では、中世都市フランクフルトが選帝都市・大市都
市としてどのように発展し、市民たちはどんな問題
にぶつかったのか、中世都 の歴史をその成立から近世への移行期にわたり 政治と経済を中心に考察す 。それによってウェーバー ディルヒャー 経て、 イーゼンマンにいたるまで理念的、 概括的 論じられてきた 「共同体」としての都市の歴史を具体的 描きだすことを目的とする。その際 、や り と市民 よる「自由」と「平和 の獲得・維持という問題を重要視したい ぜな ば、こ 二つの観念は、市民 生業にとっても市民の共同体の自治にと ても不可欠な法的・政治的条件であるとみられるからである。本論文 構成は 序論と結論を除いて、四部一〇章および補章からなり、第一部は中世 の自由と平和、第二部 帝国の平和と都市のフェーデ、第三部は大市の自由と手工業者・ユダヤ人問題、第四部は中世から近世へー市民蜂起と 平和と題する。ゲマインデという言葉は、こ 都市の史料や文献では 市民全体 しての都市共同体のほかに、その部分集団を意味することがあり、内容 文脈に即して市民共同体 般 団などと、訳しわけてい 市民共
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同体と訳した場合にも、都市共同体を指す広義の場合と、市参事会を除く一般市民の団体を指す狭義の場合がある。なお、中世都市、近世都市という言葉を、中世における都 、近世における都 の意味で使用し、通説のように中・近世の境界を一六世紀初頭におく。目次は、以下の通りである。
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 本論文の成果は、以下のようにまとめられる。中世都市フランクフルトは、ヨーロッパの交通の十字路という
利点を生かし、政治と経済の両面で独自の都市機能を十分に発揮した。未来の皇帝になるべき国王の選挙と大市の開催は、他のドイツ都市にみられない特色であり、この都市の名声を高めた。皇帝や国王は選挙以後もしばしば来訪し、帝国会議が開かれ、重要な政治的中心地であり続けた。しかしこの都市に住む大勢の市民たちにとっ
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て、最大の関心は、毎年秋と早春二回開催される大市であった。かれ の経済的利害は都市の政治的利害に優先し、その結果、都市 統治者の常住する首都や宮廷都 はなく 商業・金融都市として発展した。こ 都市の経済的繁栄にとって、都市の自由と平和は不可欠な条件であり、市参事会は対外
･対内的にその獲得・維持を求
め、市民諸層の合意 紛争の解決に努めつつ、都市共同体の公益の実現をめざした。それは試練と苦難 歩みではあったが、その歴史をすでに躍動的で魅力的なものと た。ウェーバー、ディルヒャー、イーゼンマンが論じた都市共同体の歴史は、フランクフルトにおいては、こ ような道筋をたどったといえよう。より具体的には次の諸点を重視したい。
 
（１）中世都市フランクフルトは、一二世紀中葉シュタウ
フェン朝の王城建設に伴って成立した。それは、国
王・皇帝に従属的な都市
(
｢国王都市
｣) であったが、一三世紀中葉の大空位時代前後から自立性を高めて都市同盟
に加わり、国王と帝国の双方に直属する都市
(
｢帝国都市
｣) として自治市政を展開した。フランクフルトには、有
名な法諺「都市の空気は自由にする」と類似の文言はみられないが、その原則が志向された。都市の自由は、人びとの人格的隷属からの解放をはじめ れから派生する
権能や権利を意味し、市民の身体や財産の保全、都市
の市場開催権や徴税自主権などの、個人と団体が取得したさまざまな特権であった。それらの特権は、都市領主から恩恵として付与されたが、市民が獲得 ものと捉えなお れ、そ 維持・拡大が図ら 商工業を中心とする都市の発展を可能にした。
 
（２）都市の自由のなかでも、皇帝の大市保護と帝国直属性の存続が対外政策の基調となった。そのためにフ
ランクフルトは、 皇帝や国王 忠誠を尽くし、 帝国会議に出席し、 都市税納入やその他臨時の財政的援助を行い、帝国とライン・マイン流域の武力行使を制約するラント平和運動に参加した。大 交易はなによりも交通路の安全が確保されねばならず、護送制度 依存し ばかりか、盗賊騎士に対しては 民軍がフェーデ
( 自力救済
) を敢
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行することもあった。一三八九年クロンベルク城下で大軍が惨敗を喫した後は、防衛を強化するため都市領域の拡張に努め、 一三九九年タンネンベルク城攻略にラント平和軍として出動を求められるや大火砲が敵を圧倒した。二つのフェーデは、騎士の世界と市民の世界の興亡を物語った。
 
（３） 帝国と地域の平和に加えて、 都市の平和が市民の生業と共同生活にとって重要であった。 都市の自治は、
市民権取得者によって担われ、その機関は参審人裁判所と市参事会 あった。市民権は、市政参加と営業の権利であり、納税と軍役の義務を伴い、市民権を取得する
者は、市長の前で国王や皇帝への忠誠、市長、
 参審人、市
参事会への誠実、服従、援助を誓約した。毎年新たな市参事会員が選ばれ、服務宣誓を行うと、全市民は市参事会に対して誠実と服従、そして都市法の遵守を誓約し、それによって都市共同体の結束が強められ 。都市法は都市の自由と平和を規定し 暴力行使は誓約違反として処罰さ た。
 
（４）フランクフルトにも、ユダヤ人が
｢王室民
｣として居住した。かれらはユダヤ人税を納入し、キリスト教
徒に禁じられた高利貸業を営み 都市の財政にも寄与し が、争いの種となり、迫害を受け しか 市参事会は、 他の帝国都市と異なってかれらを追放せず、 市内に隔離したのは、 この商業・金融都市ならのこ であった。反対に 国王選挙の びに選帝侯が滞在し、 帝国改革をはじめ、 重要な議題で帝国会議や都市 議が開かれたが、それらは不定期であり、 内の治安維持が格別に求められるうえ 大市収入に及ばなかった。枢要な機関である帝国最高法院の設置は、都市 とっ 名誉であったが自治と自立への懸念もあり 多く 市民がそれ 歓迎しなかった。
 
（５）市参事会は、門閥結社（アルト・リムプルク会 フラウエンシュタイン会）の寡頭支配であり、家人に
出自をもつ者や富裕な商人、後には地代・金 生活に入った者たち 利害が優越 た。それゆえ、中世後期には同職組合の手工業者 （親方） や職人、そ 他の市民や居留民が市政に不満 抱いて紛争 起こり ツンフト闘争、
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市民闘争、職人蜂起によって都市の平和が破られた。近世に入ると宗教改革と農民戦争を契機に市民 蜂起し続いてネーデルラント信仰避難民や法学・医学 学士層が新興勢力として台頭し 上層民の権力闘争と中・下層民の生存闘争が絡まって、フェットミルヒ反乱にいたった。ツンフト闘争とフェットミルヒ反乱では、当事 間の交渉や調停によって諸要求が承認され、合意書の作成や市民協約の締結 いたりながら、最後には都市領主である皇帝が鎮圧に介入した。宗教改革運動でも、三人 聖
俗諸侯が、市参事会の承認した市民の訴願書を、ラン
ト平和令侵犯とみなしてその廃棄を命じ、マインツ大司教
は、帝国最高法院での宗教改革訴訟によって大市特権
の剥奪を企てた。
 
（６）三つの市民蜂起は、それぞれ市政に影響を及ぼし、とりわけフェットミルヒ反乱は悲惨な結末となった
が、その市民協約をもとに市参事会の改革と市区を単位とする 民軍の再編成がおこなわれた。それ フランクフルトにとって中世から近世への転換を示す、制度面での改革であった。市参事会は、内外の諸勢力 葛藤の中で、たえず厳しい試練に晒され、そ たびに経済力、制度改革、政治交渉によって危機を脱し、帝国都市としての自治を回復し、自由と平和 維持に努め、市民の合意 一致と協力を求めつつ公益の実現 はかっ の際、ヨハン・ ィッヒァル のような人文主義的法律家が重要な役割を果たし 印刷技術 革命によって書籍市に多様な人びとが集まり、学術や知識 普及 情報の伝達や交換の場となったことも、都市の政治文化の形成に与ったといえる。
 
（７）フランクフルトと対照的な都市のひとつの例は、グーテンベルクを生んだマインツである。この近隣の
司教都市は、古代ローマ都市に由来し、ライン沿岸の先進的 商業中心地 なり、大司教の苦境を救って広範な自由を与えられ 後進のフラン と繁栄を競い合い
、大市開催権の獲得に努めた。しかし市民と聖職者の
対立、門閥支配層と手工業者 紛争が続いて都 財政が破産し、その支配層と血縁関係 結ぶ農村貴族は都市を
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見捨て、 大司教座をめぐるフェーデが勃発するや、 一四六二年ナッサウ伯アドルフ二世の軍事的征服によって ［帝国］ 自由都市は領邦都市となり、 選帝侯の宮廷都市へと劇的な変遷をとげたのである。 中世から近世にかけては、その他の都市でも紛争は絶えず、 宗教改革の激動期以後フェットミルヒ反乱期にかけて、 ブラウンシュヴァイク、リューベック、アーヘン、アウクスブルク、ダンツイヒ、ハンブルク、ケルンなどでも市民蜂起がみられたという。フランクフルトとこれらの都市との比較研究は、さらに視野を拡大し 新たな知見を たらすことが予想される。
 
 フェットミルヒ反乱が鎮圧された二年後の一六一八年、ボ
ヘミア王フェルディナントは新教徒を弾圧し、それ
をきっかけに三十年戦争（一六一八～四八年）が勃発した。それ 当初、帝国内部の宗派の抗争であっ が、長引くにつれ諸外国が政治的利害や領土的野心から軍事的に介入し、ヨーロッパ最大の宗教戦争となった。ドイツでは軍隊の戦闘ばかりでなく、略奪、暴行、放火によって被害が著 く、特に農村は荒廃した。フランクフルトは、しばしば困難な局面に遭遇したが、中立政策を維持し、豊かな資金のおかげで破滅にいたらなかった。一六二二年 旧教連盟（
Liga ）の将軍ティリーが新教連合（
U
nion ）の勇将ブラウンシュヴァイク公クリスティアンを
近郊ヘーキストで破り、フランクフルトめざして進軍した。市参事会は、多額の醵出金 より占領を免れた。そのうえティリー、後には傭兵隊長ヴァレンシ タインから 大 を訪れる商人たち 保護状までも得るこ ができた。
 
しかし一六三一年十一月、スウェーデン王グスタフ
( 二世
) ・アドルフの進駐は避けられなかった。アドルフは、
市参事会と市民に忠誠を誓わせ、軍隊への宿舎提供、兵士の給与支払いと装備 戦闘のための借款などを強要したが、その代わりに都市の諸特権の保護を約束し、新教徒に大聖堂を明け渡し、聖界財産を没収し 都市や市民
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に与えた。彼はフランクフルトをドイツ中央部における経済的・軍事的拠点とみなし、しかも将来自分をここ皇帝 選挙させることを夢見たといわれる。翌年アドルフが 外のリュッツェンで戦死 た後 スウェーデンは一六三四年にネルトリンゲンで惨敗し、フランクフルト
に逃げ込んできた。翌年、ザクセンハウゼン地区に留
まるスウェーデン軍に対して ボイ隊長指揮下の皇帝軍 都市の傭兵隊がマイン川橋を挟んで戦闘状態に入った。スウェーデン軍は退却したが、皇帝軍は残り、そ うえ農村から大勢 避難民が移住し 市内に溢れた。物価騰貴、飢餓に加えて、ペストが伝染し、数千人の生命を奪った。そ 災厄は、一六四八年ウェストファリア平和条約によって戦争が終わるまで続いた。
 
中世の市壁は、 新式の兵器による敵の攻囲にもはや十分な防衛機能を果たさないことがわかった。 市参事会は、
あわてて数カ所に土塁を築き大砲を置いた 、本格的な対策を建てねばならなくなった。若い技師ディリッヒとシュタウトが委嘱されたが、資金の欠如と労働力の不足で改築は遅れ、一般市民のほか、フェットミルヒらの処刑の日に再移住を許されたユダヤ人までが動員 れた。フラ クフルトに駐屯中のグスタフ
( 二世
) ・アドルフと
隊長たちも、それを支援し、工事が大いに進展し かし 完成をみたのは一六六七年であり、スウェ デン軍が立ち去った後になった。そ は、ネーデルラント式築
城法によるもので、見張塔と市門をもつ古い城壁の周
りに、前方に突き出る堅固な稜堡を配し そこに据えつける大砲によって、あらゆる側面から 攻撃を防禦しうるものであった。重火器の発達にともなう巨大な星形要塞 、フランク ルトの外観 大きく変 、中世都市から近世都市への移行をまさに象徴し のである。
 
 
